
第　Ⅱ　章　表現力の育成を中心とした取り組み(2)
-劇づくりの学習を通した指導-

1.子どもと表現活動

本学級では「生活力のある子ども」の育成をめざし,ことばや行動で自己を表現し,主体的に

行動する力を育てる指導についての研究を継続してきた。自分の意思を表現する手段のひとつに

話しことばがあるが,それに付随して重要な役割を担うものとして身ぶり,表情などの身体動作

がある。こうした動作を伴う表現には遊びの要素が多く含まれているため,子どもの活動意欲を

高めるためのひとつの要因となっている。

ことばの発達段階,興味・関心等の異なるひとりひとりの子どもに共通して言えることは,身

体動作を伴う歌や踊りなどの表現活動を大変喜ぶことである。表現意欲を持たぬ子どもは誰ひと

りとしていない,`喜んで取り組める表現活動を指導者側が数多く用意してやることが,子どもの

表現意欲を高め,ひいては生活の中で生きてはたらく表現力を培うことにつながると考える。

2.劇づくりの学習の目的と仮説

本学級の児童は自分の気持ちや体験を表現し,伝達したいという意欲をもっているが,それが

さまざまな要因で実現されにくいことも多い。それは,その子の個人的な条件であったり,その

子をとりまく周囲の環境であったりする。私たちは,ひとりひとりの児童や周囲の環境にはたら

きかけることにPより,児童の表現意欲を高め,表現力を育てる必要がある。

「表現」と「理解」とは表裏の関係にあるとも言われる。表現にはことば,絵,動作などいろ

いろな方法があるが,身体を通しての表現は児童の認識をも深める作用受もっている。学習した

ことを実際に動作化してみることでそこでの理解が深まったという例は多い。また,表現のさま

ざまな方法は,私たちが児童の理解の状態を知る手がかりとしても重要な意味を持つ。

劇づくりは,国語(話を理解する,セリフを言うなど),音楽(歌をうたう,身体表現をする

など),図画工作(小道具などを作る)などを総合的に組織できる学習であり,目的意識をもた

せながら継続して各教科のねらいにせまることができ,しかも集団の中で自分の役割りや仕事を

意識して行動する力を養うことができる。

こうしたことをふまえ,この劇づくりの学習では以下の基本的仮説を設定した。ただし,実際

の学級別の指導では児童の実態に合わせたより具体的な仮説に変更し,指導にあたった。

基本的仮説I

演技発表という大きな目標を設定することで,児童は劇づくりの学習に意欲的に取り組み

続けられるであろう。

基本的仮説Ⅱ

身ぶりや踊りなどの身体動作を伴う表現活動を学習に取り入れることで,言語による意思

の伝達が比較的困難な児童も意欲的に学習に取り組み続けることができ,表現活動が豊かに

なるであろう。

基本的仮説Ⅲ

物語の理解(登場人物やあら筋等の理解)の段階で動作化を取り入れることにより,そこ

での理解が促進され,劇中の場面や情景に応じた表現ができるようになるであろう。

基本的仮説Ⅳ

自分の役割りや流れを考えながら演技活動に取り組ませることで,友だちとのかかわりが

深まり,協調性が養われるであろう。

-29-



3.劇づくりの学習の位置づけ

本学級では.以下の年間計酎こ基づいて総合学習(生活単元学勤を実施しており,この中に劇づ

くりの学習を位置づけている。12月の「クリスマス会」と・3月の「学芸会」がこの学習にあたる。

月 学　 習　 会 予 定 時 数 区 分

4
お む か え 会 7 B

春 の 遠 足 1 日 + 2 C

5
バ ス会 社 見 学 1 日 + 2 C

畑 の しご と 3 F

6
広 島 城 1 日 十 2 C

宿 泊 学 習(1) 1 泊 + 4 D ・E

7
公 園 へ 行 こ う 5 C

た な ば た 5 A ・F

9 お 月 見 7 A ・E

10

宿 泊 学 習 (2 ) 1 泊 + 4 D ・E

秋 の 遠 足 . 1 日+ ▼2 C

まつ りを し よ う 12 A ・E ・F

月 学　 習　 会 予 定 時 数 区 分

11

宿 泊 学 習(3) 1 泊 + 4 d ・E

~野 菜 の と りい れ 3、 F

み か ん が り 1 日 + 3 C ・F

12
市 内 め ぐ り 6 C

ク リス マ ス 会 ・ 35 A ・B

1
新年 おた の しみ 会 3 A ・B

もち つ き 3 A ・E

2
節 分 3 A ・E

ス キ ー を しよ う 1 日 + 3 A ・C

5

学 芸 会 lL Å ・B

ひ な まつ り 5　- A ・E

お わ か れ 遠 足 1 日 十 2 C

お わ か れ 会 4 B ・E

4.劇づくりの学習の構造

(1)「クリスマス会」と「学芸会」

本学級児童は毎年12月のクリスマス会と,3月の学芸会

(本校全体で取り組む学習発表会)という二つの大き▼な総′

合学習的行事の中で演技発表している。う'クリスマス会では

各クラスごとに劇を演技発表し,学芸会では三クラスの児

童全員が力を合わせてひとつの劇を発表する。原則として

クリスナス会で発表した題材を学芸会につなげているt。

(2)児童の実態に合った題材えらび

児童の実態によりクラスごとの観点を設定する場合もあ

る。

①　児童全員がそれぞれの段階に応じて理解しやすく,

かつ興味・関心のもてる題材であること。

②　児童全員がなんらかの配役につける題材であること。

③　なるべく観る側も内容を知っている題材であること。

区分について

A…季節的行事

B…集会(おたのしみ会)

C…校外学習

D…宿泊学習

E・'‥調理実習

F…労作・製作

学習の構造図

物語のあらすじや人物の様子を理解 して表
親し, みんなでひとつの作品を作る楽しさ
を味あわせる。

劇　 づ　 く　 り　 を　 す　 る

l
l劇　化　 の　学　 習　 ・l物　 き玉　の　 学　 習

←

←

動　　 七　　　　　 配　　 あ　　 登
き　　 り　　　　　 役　　 ら　　 場
を　　 フ　　　　　 を　　 筋　　 人
覚　　 を　　　　　 き　　 を　　 物
ぇ　　 覚　　　　　 め　　 知　　 を
る　　 え　　　　　 る　　 る　 ,知

る

舞　　 教　　　　　　 ペ　　　　 紙
台　　 室　　　　　 l　　　 芝
で　　 で　　　　　 でプ　　　　 居

の　　 の　　　　　　 のサ　　　　 で
練　　 練　　　　　 学 l　　 学の
習　　 習　　　　　 習 ト　　　 習

大　　 録　　 シ　　　 ペ　　 録　　 紙
曳　　　　　　 l　　 立

ト　 貫　 ナ　　 プ　 呈　 し
道　 】　 リ　　　 サ　 l　 ば
具　 プ　 ォ　 1 プ　 い

l
l発　　 表　′　 す　　　 る。 ■
l

ま　 と　 め　 を　 す　 る。 ■

(3)「物語の学習」について

題材が決まれば,・その原作に基づいて物語のあら筋などを学脅していくが,`これを「物語の学

習」と称している。ここでは物語の内容を理解することがねらいとなり,絵本,額芝居(下図は

螢光塗料を使用した例),ベーブサート(写真)などを活用することにより,登場人物やあら筋

を理解させ,次の「劇化の学習」に発展させてし1、く。
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(4)「劇化の学習」について

教室あるいは体育館にしつらえた舞台の上で自分の役に合わせて演技したり,セリフを言った

りする学習を「劇化の学習」と称している。物語のあら筋や配役の動きを児童が理解し始めると,

それと並行させながら徐々に舞台上での演技練習を開始する。ここでは身ぶりなどの身体表現の

指導が重要なポイントになる。児童に人気のある歌や踊り,動作などを劇に取り入れることでひ

とりひとりの児童が活躍できる場(いわゆる「見せ場」)を用意しておくことが,児童の演技意

欲を高める重要なポイントのひとつになっている。

劇中ではセリフを実際に言いながらの演技が理想であるが,本学級では児童の声と効果音とを

編集した演技用テープを用意し,その録音内容(声,効果音など)に合わせて演技できるように

指導してきた。自分自信の声が録音されているテープを聴かせることは,劇化学習への意欲づけ

に大きな効果をもっている。なお,発語することがむずかしいセリフについては,大人の声をそ

のまま使用した箇所もある。

前ページの構造図では「物語の学習」と「劇化の学習」とを分けており,実際中学年組と高学

年組についてはこのように二つの段階を順に追うといった形態をとっている。しかし,児童の興

味・関心や理解力,表現力等の発達段階を考慮して,低学年組については両者をミックスさせた

形態で学習を進行させている。たとえば児童が興味をもつ歌や踊りから指導を開始し,動作化さ

せるなかで物語の学習も同時に進めていくという形態である。こうした意味で前ページの構造図

の要素とその系統については児童の実態に合わせて柔軟に考えている。

(5)発表会場の設営と諸準備

発表会場は学級のプレールームである。会場の設営

としては,劇の演技発表の場としてひな段を組み合わ

せ舞台(210×460×30cm)、を作る。舞台背後の黒板な

らびに掲示物などは暗幕等で覆い,舞台で演じる児童

がひき立つよう配慮する。照明は舞台上方の蛍光灯に

加えて,変圧器により明るさの調節が可能な電球を二

つ備えつける。また会場後方のOHPから種々の色セ

ロハンを通した光を舞台にあてることにより,スッポ

トライト的効果を図る。その際に,市販されている大

型の舞台照明装置にとりつけてある光量のしぼりをO

HPのガラス面に備えつけることで(右図),舞台上

の個人へのスポットから,全員への大きなスポットま

でその用途を広げることができる。

会場の飾りつけには市販のモールやツリーランプ等

も使用するが,児童の製作による輪かざりや絵なども

多く使用する。こうした作品はクリスマス会の雰囲気

を高め,楽しいものにしてくれる。

5.劇づくりのまとめと発展

′【-【-′ヽ′

懲

育

幕

器

、■'ヽ′.ヽ

1　　 1

1
l

入 日

発表した劇はVTRで録画し,視聴覚教材として残して活用している。また物語の学習などで使

用した紙芝居などはスライド用フイルムに接写し,自作スライド教材を製作しておけば今後の学習

に大いに生かせる。高学年組では劇のストーリーに基づいたカレンダー作りを行っているが,自分

たちが演技した内容なので製作への取り組みは意欲的なものになっている。このカレンダーは毎年,

本校の全学級に配られ,子どもたちの交流に役立ってきた。
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劇づ　く　り　の実際

劇「さるかにがっせん」-(障害児学級中学年組)

1題材「さるかにがうせん」の決定

劇の題材を選択する際の観点として29ページで述べたので,ここでの重複は避けたいが,日本昔

話「さるかにがっせ.ん」はその観点の①から③までの内容を満たしている。「さるかにがっせん」

はスト一.リーの展開が比較的単純でつかみやすく,しかも登場人物の役割もはっきりしているため,

本学級の児童の実態に合っていると考えた。そして必要に応じてそのあら筋や内容に若干の変更を

加え・ることで,児童による表現豊かな劇化が可能になると判断した。また,この昔話け一卿こよく

知られている話であり,演じる側と観る側との一体感が形成されやすいという長所もあると考え,

題材を「さるかにがっせん」に決定した。

2.指導にあたって

本学級の児童は絵本が大好きである。気にいっ・た絵本があると図書室から家にもちかえり,親に

読んでもらったり,あるいは読んできかせてあげたりすることもある。こうした児童の興味・関心

を生かすため,′絵本づくりを国語の学習の中に位置づけてみることにした。

(1)絵本つくりについて

劇つくりの構造(29ページ参照)の中の「物語の学習」にこの絵本つくりを位置づけてみた。

物語の要素(登場人物,あら筋等)の理解をよりよく促進させることを目的とした。

(2)「物語の学習」で使用する絵と指導計画

絵本づくりの学習で使用する絵は子どもに理解されやすいものである必要がある。このたび用

意した絵は,NHKサービスセンター紙芝居「lさるかにがっせん」(学研)を参考に.した。物語

のあら筋のポイントとして,下図のように八つの場面を選んで絵にした。これらの絵にもとづき,
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物語の学習に取り組ませた。それぞれの場面の絵の説明と指導

の流れについて前ページの表に示している。この絵本つくりを

通した物語の学習を計6時間扱いとした。

これらの絵の右側に下図のような表記欄を設け,書写活動を

取り入れられるようにした。これは物語の要素(登場人物,あ

ら筋等)の理解をさらに定

刀 i汁 ~フ わ、

宇 す二 lこ

♂l ′′r

七
′.　°

ね 一

着させることをねらったも

のである。単文を書ける段

階の児童⑲,⑪,⑭,⑮に

は縦11,横6のマス目とし,

単語(清音)をゆっくり書

けるようになった段階の児

童⑧,⑨,⑫,⑬には縦7,

横4のマス目を用意した。

文 顔 体

使用した絵に関して共通して言えることは,一枚の絵に二一三の内容が含まれているという点

である。第一場面の絵について言えば,①カニとサルとがそれぞれオニギリとカキの種とを見つ

け,②それらをお互いに交換する,という二つの内容が含まれている。こうしたあら筋を一枚の

絵で児童に理解させることはむずかしいと予想したので,この絵本づくりと平行させてベーブ

サートや身体表現を取り入れた指導も位置づけた。一単位時間の学習過程を右上図のように計画

して指導に入った。

(3)児童の実態と課題(昭和61年度)

本学級児童の物語の理解と表現に関する実態と課題は次の表の通りである。課題については,

舞台上の演技に関連させて記述した。

児童 実　　　　　　　　 態 課　　　　　 題

男児⑧
おおまかな全体 の流 れと場面場面 を関連づけて理解 一人二役, あるいは主役 として, 豊かな

で きる。表情豊かに表現することができる。 表現ができるようになる。

男児⑨
ひとつ ひとつの場面および全体のス トーリーの理解 一人二役, あるいは主役 として, 豊かな

がで き, 表情豊かに表現することができる。 表現ができるようになる。

女児⑲
ひとつ ひとつの場面および全体のあら筋の理解が よ 内容についてよく理解で きているので,

くできる。時間的経過 を絵 と単文で表現できる。 それに基づ き豊かに表現で きる。

女児⑪
ひとつ ひとつの場面および全体のあら筋の理解が よ 他児にうまくかかわ り, 身体表現に合わ

くできる。時間的経過 を絵 と単文で表現できる。 せて言語表現ができる。

女児⑫
物語の理解 は困難だが, 登場人物の姿 や特徴的な動 友人の援助のもとで劇中の踊 りなどに参

作については再現で きることがある。 加 し, 身体表現ができる。

男児⑬
印象的な内容 を断片的に理解 している。言語表現は 友人の援助の もとで自分の役の大 まかな

困難だが, 気分が乗ると大 まかな演技がで きる。 演技ができる。

男児⑭
注意の集中, 持続ができに くく, 印象的な部分を理 友人の演技に合わせて自分の役の大 まか

解 している。人前での発表 を恥ずかしがる。 な演技がで きるようになる。

女児⑮
ひとつ ひとつの場面, および全体のス トーリーの理 全体の流れを理解 して, みんなの前で表

解ができる。人前での発表 を恥ずかしがる。 現できるようになる。

(4)「さるかにがっせん」を指導するにあたって設定した仮説

ページで述べた基本的仮説をふまえ,本学級の児童の実態に合わせた仮説を次のように仮
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定したd

仮説①……入学以来数回の演技発表をクリスマス会で体験してきた本学級児童にとって,・親や

友人の融での演技発表という目標は劇づくりの学習全般を意欲づけるであろう。

停説②……物語の学習における一単位時間の学習過程の中に身体表現活動を導入することで

(前ページの図参照),言語による意志の表現が比較的困難な児童(児⑫,⑬,⑭,

⑮も意欲的に学習に取り組み続け,物語の理解が促進されるであろう。このことは

場面や情景に応じた表現につながるであろう。

仮説③……劇化の学習の段階で周囲の児童とかかわーり合う必要のある演技を取り入れることで,

学習後の友人たちとの関わりにも良い効果が波及するであろう。

3　物語の学習

《第1時(第一場面の学習),第2時(第二・三場面の学習)≫

劇づくりの学習への態勢づくりとして,学習の開始時にテレビアニメ丁まんが日本昔ばなし」

のテーマソングを流すことにした。児童はこの曲をと_でも喜び,声を合わせて歌うことで学習へ

の態勢づくりが自然とできていった。

まず紙芝居の視聴から学習に入ったが,　ペー

ジの図に示し・た木製の枠つ黒色)を使用すると,

児童が紙芝居の絵を比較的集中して視聴するよう

になり,効果的であ、った。

学習過程の後半に絵本つくりを位置づけてみた

が(前ページの構造図参照),そこでの表現につ

いての個別の課題は右の表の通りである。児⑧,

⑫
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⑭
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⑨,⑬の課題としたなぞり書きは,太目の水性ペンで書かれた字の上を鉛筆でなぞるという内容

にした。このようにして記入したり色をぬった絵本プリントを掲示でき_るパネルを教室内に用意

したところ(写真右上),児童は次時の絵本プリントを楽しみに待つようになった。

《第3時.(第四場面の学習)≫

指導者背後の黒板を黒い幕で覆ったところ,㌣

そうでない状態よりも児童は紙芝居を集中し

て視聴できるようになった(写真右)。普段

は注意が散漫になりがちな男児⑭の視聴態度

に良い効果がみられた。,室内の環境づくりも

視聴態度に少なからぬ影響を与え,学習意欲

を高めるためのポイントのひとつになるとい

える。

《第4時(夢五場面の学習)〉

第五場面からハチ,クリF,ウスの三人が初

めて登場する。そこで右図のプリ!トを与え,

正しい登場人物だけを選択して切りとり,絵

本プリントに貼るという課題を与えた。、女児

⑲,男児⑮が誤った選択をしたので,この二

人には紙芝居の絵を参考にさせた。切る,貼

るという操作活動のおもしろさと,′絵で正誤

を判断するというおもしろさとで,8名の児
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童はこの学習に積極的に取り組み,楽しい雰囲気の中で登場人物を再現することができた。

第1時から第4時までは紙芝居の視聴と絵本プリントへの記入という学習内容が多かった。そ

こで第5時からは次の点に留意して指導にあたることにした二

〇女児⑫,男児⑬は言語面よりも主に身体運動面での表現が得意である。そこでこれからの学

習に身体表現活動を取り入れ,学習に意欲的に取り組ませる。

。物語の理解が比較的よくできる女児⑲,女児⑪はこれまでの学習であら筋をほぼ理解できた

ため,これからは理解を実際の表現(演技)につなげていく段階に入る。そのためにも身体

表現活動を十分に取り入れていく。

《第5時(第六場面の学習),第6時(第七,八場面の学習)〉

第六場面はクリがはじけてとぶという内容

である。「さるかにがっせん」のあら筋はこ

のあたりの場面から登場人物たちのダイナ

ミックな動きで特色づけられる。児童がこう

した動きを身体表現できるようにするために,・濾
璃
叶

慧霊票器豊豊譚
どのダイナミイクな動きが可能になるよう,

手足を出して自由に動けるように工夫した。こうした衣装を登場人物全員に用意したところ,演

技への意欲づけに大きな効果があった。着がえが簡単にできるため,練習中での配役の交代も時

間がかからず,児童を待たせたり飽きさせたりすることがなかった。日頃,気にならないことが

あるとカンシャク気味になることの多い女児⑪も,自分の番がくるまでの短い時間を持つことが

できるようになった。また,日頃発語が少なく,引っこみ思案な面のある男児⑬も衣装をつける

ことで生き生きとした笑顔で演技でき始めた。

第七・八場面はサルがハチ,クリ,ウスにこらしめられるという内容である。教室内に簡単な

しつらえのいろりを用意し(写真右上),指導者がまず演技の見本を示した。そのあと,場面を

区切って児童に演技させてみた。和やかな雰囲気のなかで指導者の演技を視聴したことが児童の

劇理解を促し,あら筋に沿って各児童が表情豊かに演技できるようになった。

《第7時(製本)≫

第一場面から第八場面までのプリント計8枚を綴じて1冊の絵本にした。表紙をつけて大型

ホッチキスで綴じさせた。製本テープをとりつけると丈夫な絵本となり,児童はこの絵本を大切

に家にもちかえった。

4　劇化の学習

《第8時(配役の確認)≫

配役については児童の希望を優先したが,二名以上の児童

の希望が重なった場合には二人でひと役を演じる(劇の途中

で役を交代する)などの方法をとり,8名の児童全員が自分

の役を納得してから劇化の学習を開始した。8名の児童の配

役を右表に示している。

第一幕は,カニがケガをする場面まで。第二幕はハチ,ク

リ,ウスたちがサルの家に向かう場面からの開始である。

役

幕

サル カニ ハチ クリ ウス

一幕 女児⑮
男児(勤

女児⑲
女児⑲

男児⑬

男児⑱
男児⑧

二幕 男児(参 ク

女児⑲

女児⑪
ノク 女児⑮

《第9時,第10時(教室と会場舞台での演技練習)》

「さるかにがっせん」の劇では登場人物の演技もさることながら,児童の演技を助け,ひき立
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たせてくれるものに舞台上の大道具がある。

中でも「カキの木」の存在は大きい。カキ

の木があっという間に実をたくさんつける

という場面を写真のように工夫してみた。

絵の半分を折りたたみ式として,男児(のが

止め金をはずすことでカキの木が一瞬に実

をつけたようになる。

なお,教育実習期間中であるという条件

を生かして,教育実習生による劇を児童に

視聴させたことも劇づくりに大きな効果を

もたらした。少しずつ衣装や道具をそろえながら劇の練習を続け,児童の実態によってシナリオ

の原案を少しずつ修正していった。第11時には最終シナリオ(下図,部分)を完成させ使用した。
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《第11時(会場舞台での練習)≫

・シナリオとほぼ同じくして,演技用テープを完成させ,使用を-開始した。これまでは指導者の

肉声で演技練習をしていたが,児童自身に声を吹きこませて編集したテープは児童の演技意欲を

非常に高めた。女児⑮はテープに録音されている効果音(ウスがドシンととびおりる音など)を

聴いて自分の演技するタイミングを正しくとらえることができた。

《第12時,第13時(会場舞台での練習)≫

二日後が本番の演技発表である。8名の児

童の個別の目標行動を右表のように設定し,

指導にあたった。人前で演技することを恥ず

かしがる児童や,演技のタイミングをつかみ

にくい児童も,演技用テープに録音されてい

る自分の声や効果音を正しく聴きとり,-~演技

のタイミングを上手につかめるようになって

きた。自分の声を耳にすることで児童は演技

に積極的に取り組み続けた。発表当日に親の

児　 童 目　　 標　　 行　　 動

男児⑧
凝音テープを聞いて, 自分がいつ登場するかがわか り,

大 まかな演技がで きる。

男児⑨ 録音テープを聞いて,女児⑨ を援助 しなが ら演技で きる。

女児⑲
録音テープを聞いて, それに合わせてセリフを言いなが

ら表情豊かに表現できる。

女児⑪
録音テープを聞いて, それに合わせてセリフを言いなが

ら表情豊かに表現できる。

女児⑫
男児⑥の援助 のもとで, 簡単な 「かに」の演技ができる。

男児⑲
指導者か らの言葉がけにより, 自分がいつ登場するかわ

かる。

男児⑭
録音テープを聞いて, 自分がいつどんな演技 をするかが

わか り, 表情豊かに演技することができる。

女児⑮
録音テープを聞いて, 自分がいつ登場するかがわか り,

はずか しが らずに演技することができる。
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見ている前で演技することへの期待感も,演技練習への取り組みをより積極的にしていった。こ

のことは,つ巳童の日記や保護者からの通信によく表われていた。帰宅してからも自分の役や友人

の役を演じて親に得意そうに見せたという児童もいて,この劇づくりに児童が意欲的に取り組ん

でくれていることをうれしく思った次第である。

5　演技発表(当日)の様子

劇は観る側と準じる側とで創り上げるものである。児童の演技に対して観客から大きな拍手など

があれば児童はさらに表現意欲を高めていく。表現力の育成にとって大切な必要条件のひとつにこ

の表現意欲の育成があると考える。本学級の演技発表では学級児童8名のそれぞれの演技に対して

保護者,友人,教師からの温かい拍手が劇中で何度もあり,児童はそのあとも意欲的に演技を続け

ることができた。この意味で有意義な演技発表であったと考える。この日の保護者からの意見にも,

この劇で児童が生き生きと演技できていたことを喜んでいるといった内容が多かった。ひとりひと

りの演技についての詳細をここで述べる余裕がないが,多くの観客を前にして日頃の練習の成果を

8名の児童が物おじせずに生き生きと出せたことを大変うれしく思った。

6　考察

(1)仮説①について

劇は相手役の友人や観客の存在を意識したところに生まれるといえるが,本学級の児童は当日

に親が観賞していれることを励みに練習を続けていた。その意味でこのクリスマス会での演技発

表ならびにクリスマスにちなんだ催しを大変楽しみにしていた。また,約2週間余りの単元期間

であったが,児童の多くは学習意欲を持続させて活動に取り組むことができた。発表という大き

な目標が児童の学習意欲の喚起とその持続に促進的な効果を及ぼしたと考える。

(2)仮説②について

児童ひとりひとりの実態に応じて身体表現の内容をそれぞれに用意し,どの児童も劇中で必ず

一回は活躍の場(いわゆる「見せ場」)を持てるようにした。たとえば女児⑮(ウスの役)には,

演技用テープに録音されている「ドスン」という効果音に合わせて,高さ30cmの段からとびおり

てサルを下じきにするという活動を用意して指導にあたった。このように,適度な高さから「と

びおりる」という具体的な演技内容を用意し,演技のタイミングを児童が正しくつかめるように

明瞭な効果音なども用意しておいたことで,女児⑮は自分の演技について苦手意識をもつことな

く,落ちついて意欲的に取り組めるようになった。また男児⑬には演技用テープの中の自分の声

を演技のタイミングの基準とすることで「歩く」「しゃがむ(かくれる)」などの演技を援助なし

でできるようになった。練習の段階では指導者からの言葉がけを必要としていたが,演技用テー

プの内容のみを基準とした演技が可能になったことは本児の進歩のひとつであった。このように,

演技の手がかりになるものとして演技用テープを使用したことが演技のタイミングを把握しやす

くさせ,また児童が理解しやすく覚えやすい具体的な演技動作を用意したことが児童の生き生き

とした演技を促すのに効果的であった。こうしたことが基盤となって児童は意欲的に劇づくりの

学習に取り組み続けることができたと考える。

(3)仮説(彰について

演技用テープについては,ダビング録音をして希望の家庭に配布した。毎日のようにこのテー

プを家庭で聞き,友人のセリフまでほぼ暗記した児童も現れている。このように演技用テープが

児童に大変人気がある。現在でも休憩時間等に聞かせると,児童は喜んで何度も演技をくり返す。

このような場では,必然的に友人とかかわり合うことになり,お互いが参加する遊びとして発展

してきている。こうした場づくりに目を向け,継続発展させることが今後の課題である。
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資料-劇で使用する大・小道具の解説-

劇の舞台になくてはならないものが大・小道具類である。_これらの道具は場の雰囲気をつくり出

し,児童の演技意欲を高めるのに大きな力を発揮する。本学級では毎年劇の学習を継続してきてい

るが,これまでの実践の中から劇の学習に役立ってきた大・小道具類を以下解説する。下の写真は

昭和61年度に中学年組の児童が演技した丁さるかにがっせん」の舞台である。家の中で児⑧(サル

の役)がいろりにあたらて暖をとっている。在側のカキの木のかげに勘巳⑮(ウスの役)がかくれ,

水がめのかげには児⑪(ハチの役)_がかくれている。
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